






計算書類に対する注記
別紙１

（法人全体）

合            計 1,272,425,389 0 26,578,870 1,245,846,519

土地 69,099,800 0 0 69,099,800
建物 1,203,325,589 0 26,578,870 1,176,746,719

　ケ 陽だまり拠点区分

６．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。
（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　　　馬絹こばとの家
　カ ヘルパーステーションらいむらいと拠点区分
　　　居宅介護
　　　行動援護
　　　移動支援
　キ 地域相談支援センターポポラス拠点区分
　　　特定相談
　　　地域生活支援事業
　ク 宮前ブロッサム拠点区分

　　　厨房じんべい
　オ グループホーム宮前こばとの家拠点区分
　　　グループホーム共通
　　　宮前こばとの家
　　　高山こばとの家
　　　第２高山こばとの家
　　　五所塚こばとの家
　　　菅生こばとの家
　　　第２宮崎こばとの家

　　　旬彩厨房じんべい
　ウ まじわーる宮前拠点区分
　　　あーる工房
　　　きまっしー特定相談
　　　きまっしー生活支援・地域交流
　　　短期入所こころん
　　　日中一時預かり事業たのっしも
　エ 工房じんべい拠点区分
　　　工房じんべい

５．法人が作成する計算書類等と拠点区分、サービス区分
当法人は主として社会福祉事業を運営する拠点区分のみを実施しているため、
作成する計算書類は以下のとおりになっている。
(1) 法人全体の計算書類(第一号第一様式、第二号第一様式、第三号第一様式)
(2) 社会福祉事業における拠点区分別内訳表(第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)
(3) 各拠点区分におけるサービス区分の内容
　ア 法人本部拠点区分
　イ セルプ宮前こばと拠点区分
　　　セルプ宮前こばと

　　　　期末における事業主拠出金累計額と同額を計上している。
(4) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
　最終仕入原価法に基づく原価法
(5) 消費税等の会計処理
　税込方式による。なお申告は簡易課税制度を選択している。

３．重要な会計方針の変更
当事業年度より社会福祉法人会計基準(平成28年3月31日厚生労働省令第79号)を適用している。

４．法人で採用する退職給付制度
(独法)福祉医療機構社会福祉施設職員等退職手当共済制度、及び(公財)神奈川県福利協会退職共済制度

　・建物並びに器具及び備品　…　定額法による。
　・リース資産
　　　所有権移転ファイナンスリース取引に係るリース資産
　　　　…　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法による。
　　　所有権移転ファイナンスリース取引に係るリース資産
　　　　…　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。
(3) 引当金の計上基準
　退職給付引当金
　　…　期末在職者の退職金支給に備えるため、加入している(公財)神奈川県福利協会退職共済制度に基づき、

２．重要な会計方針
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
　・満期保有目的の債権等　…　総平均法に基づく原価法
　・上記以外の有価証券　…　決算日の市場価格に基づく時価
(2) 固定資産の減価償却の方法



　　器具備品除却額の過年度修正額　　　　1円
　　重度加算の過年度修正額　　　　891,000円
　　計　　　　　　　　　　　　　　892,141円
　その他の特別損失
　　空巣による現金盗難被害額　　　158,961円

(2)社会福祉充実残額の計算に伴う、建物・構築物の増減の注記
　建物の減価償却累計額について、財産目録において同一の建物に係る付属設備を含めた価額とすることから、
　追加工事として勘定科目の「構築物」に計上された額を「建物」へ振替えている。

(3)その他の特別収益・損失の内容の注記
　その他の特別収益
　　過年度廃止事業の返戻保険料　　　1,140円

１４．重要な後発事象
該当なし

１５．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び
純資産の状態を明らかにするために必要な事項
(1)施設の廃止・新設の注記
　平成28年8月31日をもって、セルプ宮前こばと拠点区分の旬彩厨房じんべいサービス区分、
　及び宮前ブロッサム拠点区分の廃止。
　平成28年9月1日より、上記事業の廃合により工房じんべい拠点区分の新設、及び移管。

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。
該当なし

１２．関連当事者との取引の内容

関連当事者との取引の内容は次のとおりである。
該当なし

１３．重要な偶発債務
該当なし

ソフトウェア 7,600,560 4,707,276 2,893,284
合            計 1,607,758,425 315,980,677 1,291,777,748

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

車 両 運 搬 具 39,728,914 17,715,116 22,013,798
器 具 ・ 備 品 64,394,410 29,422,377 34,972,033
権　　　　　利 2,419,360 918,067 1,501,293

建物(基本財産) 1,331,528,530 154,781,811 1,176,746,719
建          物 100,715,235 52,630,515 48,084,720
機械　・　装置 61,371,416 55,805,515 5,565,901

　建物（基本財産）　　　　　　　　　　　　　1,046,205,704円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。
　設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む）　146,254,000円

９．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。
（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し
該当なし

８．担保に供している資産
担保に供されている資産は以下のとおりである。


